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審 査 の 結 果 の 要 旨
　本研究では、綿密な研究計画に基づき、注意深い実験と的確な考察を繰り返すことにより、ジカチオン化
合物が新規な有機電子酸化剤となることを見出している。これにより、有害な金属酸化剤を用いることなく
有機材料として有用なベンジジンを合成でき、さらに、p-メトキシベンジルエーテルの脱保護も極めて容易
に行える点は特筆に値する。また、1,1-ジフルオロ -1-アルケンの触媒的な活性化によるビニル位フッ素の
置換反応は新規性の高い分子変換手法であり、合成化学的に高く評価される。特に、含フッ素芳香族化合物
は生理活性物質や有機機能性材料として近年注目を集めている化合物群であり、これらを簡便に合成できる
本手法は、薬化学および材料化学の両観点から極めて意義深く、同分野の発展に大きく貢献するものである。
以上のように本研究は、カチオン性活性種の特性を巧みに利用して、酸化反応および環化反応によって各種
有用化合物の合成を達成しており、有機合成化学や有機金属化学の発展に貢献し、その波及効果も大いに期
待できる。
　よって、著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
